
まえがき＝エネルギ資源に乏しい我国にとって，国の活
動の根幹を支えるエネルギを安定的に確保していくこと
は，重要な課題である。特に，石油などの化石燃料のほ
とんどを輸入に頼らざるを得ず，将来有望視されている
風力発電や太陽光発電などの再生可能エネルギの代替供

TN12 型キャスクの，国内の安全解析，国内許認可取得

年間に，研究炉の使用済燃料を輸送する小型キャスクか
ら商業炉の使用済燃料を輸送・貯蔵する大型キャスクま
で，多種多様の金属製キャスクの開発・設計・製造に携
わり，表 1に示すように 200 基以上のキャスクを製造し2６





計されており，写真 2に代表的なNFT38B 型キャスクの
外観を示す。　
2．3　原型 TN 24 型貯蔵キャスク







となっている（写真 5）。
　除染建屋はキャスクの保守に先立って，放射性物質で
汚染したキャスクを除染し，作業員の被ばくを低減する
ことを目的とした施設である。高圧水ジェットと超音波
除染装置により，遠隔操作でキャスク内部を除染してい
る。
　保守建屋は除染後のキャスクを直接保守する施設であ
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